
 

 

 

 

文責：校長 

２学期も愚直に「自分から」「続ける」こどもを求めていきます  

夏休みが終わり、2 学期が始まりました。お子さんの夏休みの様子はい

かがでしたか？楽しい夏休みとは、「旅行する」「おいしいものを食べる」

「海へ行く」「バーベキューをする」「花火をする」等を指すのでしょうか。

もちろん、これらが楽しい夏休みと感じる要素になりうることは間違いありません。非日常的な

出来事は、大人、こどもを問わず、気分を高揚させてくれます。 

しかし、そういうイベント的なことが目的化すると、人間はそのことだけを

追い求めがちです。だって、その方が楽ですし、安易に楽しいことを享受で

きるからです。人間ならば、大人・こどもを問わず、だれもがもっている欲求

でもあるのではないでしょうか。 

やがて、ささいな努力さえも面倒に感じ、ほんの少しであっても「歯を食いしば

る体験」から避け、「明日の苦労よりも目の前の楽を選択」するようになってから

では、挽回するのに相当な時間と労苦を要します。もちろん、私個人の捉え方で

はありますが、やはり、日常的な「すべきこと」「やらず嫌いにならないこと」「継

続すること」が習慣化してこそ、非日常的なお楽しみの意義が高まると思うので

す。それは、「がんばってきた自分へのご褒美」的な意味が含まれているのではないでしょうか。 

それでは、こどもにとって日常的なものとは何でしょうか。「勉強」「自他へのやさ

しさ、思いやり」「基本的な生活習慣」「体づくり」・・・まだまだありそうですが、その

多くは、学校や家庭、地域での普段の生活内容を指すのではないでしょうか。「日

常的なこと」を「継続して」行うことは簡単なことではありません。やろうと思わなけ

れば成し遂げられません。「自分から」「続ける」ことの重要性を改めて感じます。 

令和 4 年 5 月に経済産業省が公表した「未来人材ビジョンについて」による

と、2050 年の日本の生産年齢人口は、2020 年の 2/3 まで減少するとのことです。事務的・

正確さを求める業務は、将来的に AI やロボットに取って代わられる可能性が高いとの指摘も

あります。だからこそ、AI やロボットにはない人間だからこそ発揮できる能力が、未来を支える

人材に求められていると言えます。どんな能力か。昨年度の学校だより№10 でも紹介した「問

題発見力」「的確な予測」「革新性」などが挙げられます。2050 年というと、今の 6 年生が

35～36 歳です。一人の社会人としてバリバリに活躍している頃です。未来の日本は、今のこ

どもに託されているといっても過言ではありません。 

大事なのは、こども一人一人が自分の意志で物事を考え、判断し、

責任を持つ経験を積むことに尽きます。当校が合言葉にしている「自

分から」と「続ける」は、こどもの内に秘めている「やる気」「興味・関

心」「耐性」を刺激し、自立した大人となるために必要な資質・能力と

なります。 
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そのためにも、日々の授業・学習や規則正しい生活、他者との関わり・交流が欠かせないの

です。そして、学校での生活と家庭生活が一貫して同じベクトルを向くことが絶対条件です。例

えば、「スマホやタブレットを見過ぎないように自己コントロールしよう」「日々の授業だけでなく

家庭学習も大切にしよう」は、学校あるいは家庭が同じ目線でこどもに向き合っ

てこそ効果があります。至極当然の話です。 

幸い、当校には「自分から」「続ける」こどもが増えてきています。以下は、1 学

期終業式で代表児童による「1 学期頑張ったこと・夏休みに頑張ること」の発

表の一部です。 

〇 勉強は楽しいです。家でも勉強をしています。夏休みは魚釣りをしたいです。 

〇 私は、夏休みの宿題を全部しっかりやりたいです。１学期の復習をいっぱいやりたいと思

います。勉強もがんばって、楽しい夏休みにしたいです。 

〇 夏休みにがんばりたいことは小数のわり算です。なぜかというと、小数のわ

り算は解くのに時間がかかるからです。だから、夏休みになったら、たくさん練

習して、素早く小数のわり算を解けるようになりたいです。 

当校は、2 学期も全教育活動を通して、「自分から」「続ける」こどもの姿を求めてまいりま

す。ぜひ、ご理解とご協力をお願いいたします。 

新しいタブレットの貸与  

  この度、すべてのこどもに 1 台新しいタブレットが無償で貸与され、学校や家

庭で学習に活用することによって、教育の質を向上させ、全てのこどもの可能性

を引き出す「個別最適な学び」と「協働的な学び」を実現することを目指してま

いります。 

  大いに活用させたいところですが、故意による破損は弁償の対象となります

ので、家庭でのタブレットの取り扱いについては、各家庭で十分ご配慮ください。 

日 曜 日 曜

1 火 16 水

2 水 17 木

3 木 18 金

4 金 20 日

7 月 21 月

8 火 22 火

10 木 23 水

11 金 24 木

12 𡈽 29 火

15 火 30 水

９月のＢ週は、８月31日～９月４日及び14日～18日です。

ころころりん （祝）国民の祝日

学校諸費振替日 （祝）秋分の日

陸上練習(5・6年) 児童集会、ほうかご寺子屋塾②(６年希望者)

郡市発明工夫模型展・生物標本展(～14)千

手コミュセン

ほうかご寺子屋塾③(６年希望者)

校内職員研修のため全校５限下校 4年＆ふれあい車イスバスケ体験

内　　容 内　　容

９ 月 の 予 定

全校4限(給食後)下校、身体測定(4～6年) 委員会、4年６限なし、ほうかご寺子屋塾①(６

年希望者)

全校5限下校、身体測定(1～3年) 全校４限(給食後)下校

臨時全校集会、学習参観、PTAリサイクル品

販売(オープンスペース)14:35～15:00頃

ゆめのおかタイム(やまびこ班遊び③) 家読の日

発表集会、委員会、4年６限なし

避難訓練、新清掃班による清掃 （祝）敬老の日


